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１ 県南地方の概況 

 

(1) 地勢 

 当事務所が管内とする県南地方は、首都圏から東北圏への入口に当たる

福島県の最南端に位置し、栃木県・茨城県に接し、白河市をはじめとする

１市４町４村からなり、その面積は１,２３３.２４ｋ㎡で、県土の１３,７

８２.７５ｋ㎡の８.９％を占め、いわき市（１,２３１.３４ｋ㎡、約３５万

４千人、１２万９千世帯）とほぼ同じ面積である。 

 東部に阿武隈山系、西部に奥羽山系、南部に八溝山系があり、西白河地

方のほぼ中央を北に向かって流れる阿武隈川と東白川地方の南部を南東に

向かって流れる久慈川の流域に沿って平野部が開けている。 

 主な山岳としては、阿武隈山系には朝日山（７９７.３ｍ）、和尚山（８

０４.０ｍ）、八溝山系には、八溝山（１,０２２.２ｍ）、奥羽山系には三本

槍岳（１,９１６.９ｍ）、大白森山（１,６４２.０ｍ）及び甲子山（１,５４

９.０ｍ）等があり丘陵地を形成している。 

 気候は、複雑な地形と山系の接近によって山岳気候の影響を強く受け、

管内西部に位置する西白河地方では比較的冷涼で気温が低く、降水量が多

いのに対し、東南部の東白川地方は比較的温暖で積雪は極めて少ない。 

 なお、福島県白河合同庁舎の標高は３５６.６３ｍとなっている。 

 

 
(2) 人口 

 管内の人口は、平成２０年１０月１日現在１５１,７６３人（５０,５４

５世帯）で、県人口２,０５５,４９６人の７.４％（世帯数では６.９％）を

占めている。 

管内の人口推移は、昭和４５年の１４０,７７２人から昭和５０年に１

４０,３７５人と減少したものの、以後は高速交通体系の整備、企業立地

等により増加傾向に転じ、平成２年と比較すると、県全体では２．３％の

減少となる中、０．１％の増加となっている。西白河地方、東白川地方別

における伸び率（平成２年との比較）をみると、西白河地方が５.０％と

増加しているが、東白川地方では▲１３．０％となっている。 

県北地方 

相双地方 
会津地方 

県中地方 
 市町村別では、西郷村で２２.３％（平成２年との比較）の伸び率を示

す一方で、矢祭町で▲１４.５％、塙町で▲１５.６％、鮫川村で▲２１．

９％となっている。 

南会津地方 
いわき地方 

県南地方 
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(4) 管内の概況 

① 白河市 

 白河市は、県南地域の中心都市として、その人口規模、都市機能、就

業機会等から、地域をリードしているが、商圏等の面では、県中地域に

多くを依存している状況である。また、白河市は、将来中核都市として

の機能を十分果たし得るものとするため、「白河地方基幹都市構想」等

に基づき、東北新幹線を利用した通勤圏のメリットを生かした開発、豊

かな自然と共存した高機能都市づくりを進めている。 

 農業は米を中心にトマト及びレタスの生産が多く、高速交通網を生か

し首都圏方面への出荷が行われている。 

 平成１７年１１月７日に白河市、表郷村、東村、大信村が合併し、面

積３０５.３０ｋ㎡、人口６６千人の白河市が誕生した。 

 

② 西白河郡（西郷村・泉崎村・中島村・矢吹町） 

 西白河郡は４町村で構成されており、一部を除いてはいずれも面積は

比較的小さく、狭隘で人口も小規模であるが、それぞれの立地条件を最

大限に生かして、特色ある地域づくりを推進しているところである。 

 この西白河郡は、国道４号、東北自動車道沿いの平坦部に位置してい

ることから立地条件を生かして積極的に企業誘致に努め、県中地域まで

に及ぶ広範な通勤圏域を背景とした安定的な就業機会の創出等、地域づ

くりに努めている。 

また、昨年 9 月 21 日（日）には、福島県県南地方と南会津地方を

結ぶ国道 289 号「甲子道路」が開通し、今後は、両地域の交流・連携

が促進され、活力や魅力ある地域としてさらに飛躍していくことが期待

される。 

（資料：福島県統計調査課「福島県の推計人口（福島県現住人口調査年報）平成 20 年版」） 

(3) 社会経済的条件 

 管内は東北縦貫自動車道、国道４号、東北新幹線といった東日本交通

の大動脈上に位置する極めて有利な地理的条件を基盤としており、加え

て平成５年福島空港の開港により、「航空」・「新幹線鉄道」・「高速自動車

道路」による高速交通網の整備が進み、近年企業の進出も一段と活発化

している。これらの地理的条件を生かした品質がよく、鮮度の高い安

全・安心な農産物の首都圏へ向けた主産地としての首都圏農業の確立を

進めている。 

 農業は米を中心にレタス・ブロッコリー・トマトの生産が多く、畜産

も盛んである。 

 

③ 東白川郡（棚倉町・矢祭町・塙町・鮫川村） 

 東白川郡は、４町村で構成されており、阿武隈・八溝山系に囲まれた

山間部にあり、産業構造の大きな変化のなかで、地域人口は引き続き減

少し、県平均を上回る高齢化が進行している。  

 東白川郡の４町村は一体となって、企業誘致や交流人口の増大を図る
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ことをねらいとした各種施設の整備、新たな産業おこし等によって、地

域の活性化に努めている。 

 農業は米を中心に畜産、花きの生産が多く、また、県内でも有数のス

ギを中心とした林業地帯であり、良質な素材の供給を行っている。 

 

(5) 農林業の概要 

① 耕地面積・森林面積 

 管内の平成２０年度における耕地面積（田＋畑）は１７,７６２ｈａ

で県全体の１１．８％を占めている。 

 耕地面積の内訳は、田１２,１８４ｈａ、畑５,５７８ｈａで、県全体

に占める割合は、田１１．５％、畑１２．４％となっている。 

 また、管内の平成１９年度における民有林・国有林を合わせた森林面

積は８２,２７７ｈａ（国有林３２，７９４ｈａ、民有林４９，４８３

ｈａ）で、県全体に占める割合は８．５％（国有林８．０％、民有林８．

８％）を占めている。 
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（資料：「第 55 次福島農林水産統計年報」）
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（資料：福島県農林水産部「平成 20 年福島県森林・林業統計書」） 

② 農作物作付け延べ面積・耕地利用率 

 平成１８年度における管内の農作物作付け延べ面積は１５,６２６ｈ

ａであり、昭和６０年度の２０，４６２ｈａの７６．４％に減少してい

る。 

 また、平成１８年度における市町村別耕地利用率を見ると、最も高い

のは中島村で９５．１％である。 

0  5,000  10,000  15,000  20,000  25,000 

昭和５５年
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県南地方の農作物の作付延べ面積の推移（平成18年度）
稲 麦類 かんしょ 雑穀 豆類 果樹 野菜 工芸農作物 飼肥料作物 その他

（桑・花木・種苗等）
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 （資料：「第 54 次福島農林水産統計年報」） 

③ 耕作放棄地 （資料：「2005 年農林業センサス」） 

④ 農家数・林家数  平成１７年の管内の耕作放棄地は１,５００ｈａで、県全体の１６,１

５４ｈａの９.３％を占めている。  管内の平成１７年度における総農家数は１０,２１９戸で、その内訳

を見ると、販売農家が８,５３２戸で８３.５％、自給的農家が１,６８７

戸で１６.５％をそれぞれ占めている。また、平成１７年度における市

町村別農家数を見ると、最も多いのは白河市で１，２２１戸、最も少な

いのは旧大信村で５０８戸である。 

 また、土地持ち非農家を含めると、１，９５６ｈａとなり、県全体の

９．０％を占めている。管内の耕作放棄地面積の伸びは、県全体の推移

を上回り、昭和５５年と比較し１１．６倍（県全体７.２倍）となって

おり、特に東白川地方で１７．８倍と高い伸びを示している。 

 また、管内の林家数は、4,473 戸で、県全体の 10.6％を占めてい

る。 
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（資料：「2005 年農林業センサス」）

⑤ 就業者構造 

 平成１７年度における就業者総数（１５歳以上）は７６,３２１人で、

産業別の内訳は、第１次産業が８,６２３人で１１.３％、第２次産業が

２９,７４１人で３９.０％、第３次産業が３７,５９４人で４９.３％をそ

れぞれ占めている。 

 また、第１次産業就業者の内訳を見ると、農業が８,３１０人で９６.

４％、林業が３０４人で３.５％、漁業が９人で０.１％となっている。 
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県南地方の第１次産業就業者（平成17年度）

農業 林業 漁業

第１次産業総就業者数

８，６２３人

 
（資料：「2005 年農林業センサス」） 

２ 農業の担い手の状況 

(1) 農家人口 

 管内の平成１７年度における農家人口は４７,７１２人で、昭和６０年
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の６６,８８９人から１９,１７７人（▲２８．７％）減少している。 

 方部別では平成１７年の農家人口と昭和６０年の農家人口を比べると、

西白河地方が２９.７％減少、東白川地方が２６．９％減少しており、

年々農業離れが進んでいる。 
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（資料：「2005 年農林業センサス」）
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（資料：「2005 年農林業センサス」） 

(2) 農業就業人口 
 平成１７年度の管内の自家農業に主として従事した世帯員である農業
就業人口は、１３,５４６人で、担い手の高齢化や農業後継者の不足など
により、昭和６０年の２０,７５０人から７,２０４人（▲３４.７％）に
減少している。 
 また、６５歳以上の農業就業人口は、昭和６０年の４,１３１人から平
成１７年には８,１６０人と増加しており、農業就業人口が減少する中、
６５歳以上の就業人口が増加するなど高齢化も急速に進んでいる。 

  

(3) 認定農業者 

 将来の農業・農村の振興・活性化の担い手として期待されている農業

経営基盤強化促進法に基づく管内の認定農業者数は、平成２１年３月末

現在、５６６経営体となっており、県内の認定農業者数の約１割を占め

ている。 
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（資料：福島県県南農林事務所農業振興普及部） 

(4)

村別では西白河地方で７２７名、東白川地方で３

９ｈａ（１２．０％）、果樹４３．１ｈａ

（４．７％）となっている。 

 エコファーマー 

 「持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する法律」に基づき、

農業生産方式（たい肥等による土づくりと化学肥料・化学合成農薬の使

用の低減を一体的に行う生産方式）に関する「導入計画」を策定し、認

定を受けた管内のエコファーマーは、平成２１年３月末現在１，０９７

名となっている。市町

７０名となっている。 

 作付面積は９０７．６ｈａで、その内訳は、水稲他７５５．６ｈａ

（８３．３％）、野菜１０８．
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県南地方の部門別エコファーマー作付面積（単位：a）
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（資料：福島県県南農林事務所農業振興普及部） 

(6) 家族経営協定 

心となっている農業が魅力ある職業となり、男女を問わ

農業者がそれぞれ個人として尊重され、経営のパー

、

 家族経営が中

ず、意欲をもって働けるようにするためには、家族一人ひとりの役割と

責任が明確になって、それぞれの意欲と能力が十分に発揮できる環境づ

くりが重要である。 

 特に、女性や若い

（資料：福島県県南農林事務所農業振興普及部） 

 (5) 新規就農者 

 管内の平成２０年度における新規就農者は１０名で、就農区分別では、

新規学卒者が２名、Ｕターン者５名、新規参入者３名となっている。 

トナーとして位置付けられることが重要である。これを実現するために

農業経営を担っている家族みんなで話し合って決めるルールが「家族経

営協定」である。  
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 県南地方では、平成２１年３月末までに７２件の家族経営協定が締結
３ 農業生産の動向 

されており、協定内容別では、夫婦２者協定が４０件、夫婦・後継者等

の３者協定が１７件、夫婦・後継者夫婦等の４者協定が１２件、経営

者・後継者の２者協定が３件となっている。 

 

(1) 農業産出額（菌茸類を含む） 
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 管内の平成１８年度の農業産出額は３２２億円（前年度と比較して３

億円の増、０．９％の増）で県全体の２,５４２億２千万円（前年度と比

較して１億３千万円の増、０．０５％の増）の１２.７％を占めている。 

 管内の平成１８年度の農業産出額で最も多いのが米の１１５億５千万

円で３５.９％、次いで畜産の９４億６千万円で２９.４％、野菜の７５億

１千万円で２３.３％、花きの１５億４千万円で４.８％、菌茸類の９億４

千万円で２.９％の順となっている。 

 管内の農業産出額の方部別内訳は、西白河地方が２３０億４千万円で

７１.６％、東白川地方が９１億６千万円で２８.４％を占めている。 
 

※「うつくしま農業・農村振興プラン２１」では、農業産出額に菌茸類を含めているので、

本表でも菌茸類を含めて算出した。 

なお、菌茸類を生産額については、「H19 特用林産関係統計書」（福島県農林水産部）に

より算出した。 
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家族経営協定の協定内容
(平成21年3月31日現在)
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（資料：「第 54 次福島農林水産統計年報」） 

(2) 農業産出額の推移（菌茸類を除く） 
（資料：福島県県南農林事務所農業振興普及部）  管内の菌茸類を除く平成１８年度の農業産出額は３１２億６千万円で、

県全体の１２．５％を占めており、農産物価格の伸び悩み、担い手の減

少、外国産農産物の輸入増加などにより、ピーク時であった昭和６０年
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 12

の４２９億４千万円から１１６億８千万円（▲２７．２％）減少してい

る。 

 しかし、県全体の農業産出額が減少傾向にある中で、平成１5 年まで

は増加で推移し、平成１６、１７年には減少したものの、平成１８年に

は再び増加に転じ、前年より３億４千万円（１．１％）増加している。 

 また、管内の農業産出額で最も多いのが米の１１５億５千万円で３６．

９％、次いで畜産の９４億６千万円で３０．３％、野菜の７５億１千万

円で２４．０％、花きの１５億４千万円で４．９％の順となっている。 
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（資料：「第 54 次福島農林水産統計年報」）

(3) 農家１戸当たりの生産農業所得額と耕地１０ａ当りの生産農業所得額 

 平成１８年度の県内市町村の農家１戸当たりの生産農業所得額の順位

を見ると、管内の３町村が上位１０位（中島村３位、矢吹町４位、泉崎

村５位）に入っている。 

 また、耕地１０ａ当たりの生産農業所得額の順位を見ると、中島村が

５位となっているほか、泉崎村９位、矢吹町１０位、矢祭町１０位とな

っている。 
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（資料：「第 54 次福島農林水産統計年報」） 

 



 

(4) 農業産出額の品目別特化係数（平成１８年度） 
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特化係数とは、地方の項目別構成比を比較するだけでなく、全体の項目別の構成比で除することにより、地方の産業構造が全体平均と比較してどの程度の偏りを持っているかを調

べる方法である。「地方の構成比÷全体の構成比」という算式で計算される（福島県を１とし、１以上が優位を表す）。（資料：「第 54 次福島農林水産統計年報」） 
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(5) 主要農畜産物の生産状況 

 

① 農産物 
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県南地方

西白河地方

東白川地方
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560
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75,880

10,720

8,220

2,500

単位：kg水稲種子の品種別配布実績（平成１８年産）

 管内における主要農作物の生産は米をはじめ、トマト、レタス、ブロ

ッコリー、しゅんぎくなどである。 
コシヒカリ

ひとめぼれ

平成２０年度の米の作付面積は、９，９６０ha で県全体に占める割

合は、１２．３％である。 

ふくみらい

あきたこまち

チヨニシキ

平成１８年度の野菜の作付面積を県全体に占める割合で見るとトマト

２３.８％、レタス４７．８％、ブロッコリー２９．８％、しゅんぎく

２６．２％となっており、トマトやレタス、ブロッコリーの作付け面積

は県の中で高い割合を占めている。管内の主要農産物の昭和６０年以降

の作付面積の推移を見ると、トマトが平成７年以降横ばいで推移してい

るほか、ブロッコリーやいちごは年々増加傾向にある。   

まいひめ

たかねみのり

ゆめさやか

夢の香

こがねもち

ヒメノモチ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ブロッコリーは補完作物として重点的に推進していることにより作付

面積を拡大し、また、いちごは新規就農者の導入作物や既存農業者の作

物転換として年々作付面積が増加しているものである。 

 

（資料：福島県農林水産部「平成 19 年産水稲・大豆・麦・そばの生産に関する資料」） 

 

平成２０年度の米の収穫量は、５３，０９０t で県全体に占める割合

は、１２．1％である。 

 

平成１８年度の野菜の収穫量を県全体に占める割合で見るとトマト２

９.０％、レタス６２．０％、ブロッコリー４１．４％、しゅんぎく２

３．６％となっており、トマトやレタス、ブロッコリーの収穫量は県の

中で高い割合を占めている。 

トマト及びレタスの収穫量は白河市が県内で１位の収穫量で、ブロッ

コリー及びしゅんぎくの収穫量は中島村がそれぞれ県内で２位、３位の

収穫量となっており、また、ほうれんそうの収穫量は矢吹町が県内で２

位の収穫量となっている。 

 また、平成１８年産における管内の水稲種子の品種別配布実績は、コ

シヒカリ２１７，７２０kg（県全体の１3．4％）、ひとめぼれ８５，３

４０kg（県全体の１２．１％）、こがねもち１０,７２０kg（県全体の１

４．１％）となっている。 
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（資料：「第 54 次、55 次福島農林水産統計年報」） 



 

② 畜産物 

 平成１９年の管内の乳用牛、肉用牛、豚の飼養戸数は、それぞれ８４

戸、５０３戸、３８戸で、昭和６１年と比べると乳用牛で２５％、肉用

牛で２８％、豚で３％となっている。 

 また、平成１９年の管内の乳用牛、肉用牛、豚の飼養頭数は、それぞ

れ４，３６０頭、１０，８１０頭、４５，７５０頭で、昭和６１年と比

べると、乳用牛で８３％、肉用牛で８１％、豚で５６％となっている。    

県内市町村別では、乳用牛の飼養頭数は西郷村が県内の２位の飼養頭

数で、豚の飼養頭数は鮫川村が県内で 1 位の飼養頭数となっている。 

 飼養戸数、飼養頭数が減少する中、管内の１戸当たりの飼養頭数は、

乳用牛で５２頭、肉用牛で２１頭、豚で１，２０４頭となっており、乳

用牛、肉用牛は県平均を上回っている。 

 当管内の畜産は、他の地域と同様に担い手の高齢化や外国畜産物との

競合、ＢＳＥ問題、偽装表示、家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の

促進に関する法律に基づく処理施設の整備など、畜産農家にとっては非

常に厳しい状況下にあるものの、県平均を上回る経営が展開されている。 
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（資料：「第 54 次福島農林水産統計年報」） 

③ 花き 

 平成１９年度の管内における花きの生産は、栽培面積５，７４６ａ、

生産額１７億２千万円（切り花、鉢花、花壇用苗物の合計）で、県内生

産額の２5．2％を占めている。切り花類は栽培面積３，８２５ａ、生

産額１０億１千万円で、ハイブリッドゆりが中心となり県内生産額の

20.4％を占めている。鉢物類は栽培面積１，６９０ａ、生産額６億８

千万円でシクラメン、カーネーションが中心となり県内生産額の４２.

１％を占めている。 
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（資料：福島県農林水産部「平成 20 年度花き振興対策」） 
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(6) 水稲直播栽培実施状況 

 水稲直播面積は、大規模稲作経営農家やほ場整備を契機に年々導入さ

れている。 

 平成 20 年度には管内全市町村において１53.79ｈａ（農家数 95

戸）で実施され、平成１８年度の６１．５ｈａに比べ２倍以上の伸びを

示しており、労働力の省力化、生産コストの低減などのメリットを生産

者にＰＲし、水稲直播栽培の定着・拡大を推進している。 

（資料：福島県県南農林事務所農業振興普及部） 

 

(7) 農産物直売所及び農産加工グループ 

 厳しさを増す農業情勢の中で、農家は地域で生産されたものや自らが

生産したものを加工・販売して農業所得を高めている。 

 また、農産物直売所は消費者との交流の場としても極めて重要な場と

なっている。 

 さらに、直売所会員自らは、消費者に対し安全・安心を提供するため、

トレーサビリティーや食品表示等の研修・勉強会を開催している。 

このような状況の中で、当管内においては組織化された農産物直売所

が 3０箇所（平成２１年 4 月 1 日時点）設置されているほか、農産加工

グループ（組織）も 16 組（平成２０年 4 月 1 日調査）が組織化される

など、地域農産物を活用した付加価値の高い農業生産活動が展開されて

いる。 

農産物直売所 （平成２１年4月1日現在）

ＮＯ 市町村 直売所の名称

1 白河市(白河) り菜あん

2 白河市(白河) 細倉直売所

3 白河市(白河) 白河あぐりふれんず直売所

4 白河市(白河) ＪＲ新白河駅（果実）直売所

5 白河市(白河) 郷の夢・農産物直売所

6 白河市(白河) 農産物直売所アグリパーク

7 白河市(表郷) 福寿草

8 白河市(東) 白河市農産物等直売所「ふれあいの里」

9 白河市(白河) 関辺農産物直売所

10 泉崎村 泉崎直売所

11 泉崎村 瀬知房直売所

12 泉崎村 踏瀬直売所「たんぽぽ」

13 泉崎村 直売・カフェ　こころや

14 中島村 JAしらかわ野菜選果場直売所

15 中島村 菜野花会直売所

16 矢吹町 やぶきふれあい直売所

17 矢吹町 あゆり温泉内「さわやか農業研究会直売所」

18 矢吹町 やぶき大池直売所

19 矢吹町 矢吹町ふるさと産品づくり実践協議会

20 棚倉町 たな菜館

21 棚倉町 棚倉直売市

22 矢祭町 太郎の四季

23 矢祭町 滝川渓谷農産物直売所「滝川の里」

24 塙町 はなわ直売センター

25 塙町 はなわ直売所

26 塙町 高城農産物直売所「奥州一番」

27 塙町 ふるさと宅配便

28 鮫川村 鮫川村農産物加工・直売所「手・まめ・館」

29 鮫川村 りんごの里江竜田直売所

30 鮫川村 青生野直売所  

（資料：福島県農林水産部「平成 20 年度農産物直売台帳」） 
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農産加工組織 （平成２０年4月1日現在）

ＮＯ 市町村 農産加工組織の名称 施設名

1 白河市(表郷) 農産物直売所 福寿草

2 白河市(東) 東産直の会企業組合 白河市農産物等直売所「ふれあいの里」

3 白河市(大信) 大信みそ加工組合 大信みそ加工所

4 西郷村 川谷農産加工グループ 報徳農産加工所

5 西郷村 追原そば生産組合 そば処　追原庵

6 泉崎村 白河農業協同組合 白河農協ハト麦加工所

7 矢吹町 矢吹町ふるさと産品づくり実践協議会 中畑公民館

8 矢吹町 ふれあい直売所 ふれあい直売所

9 棚倉町 棚倉町ブルーベリー愛クラブ　工房愛あい館 工房愛あい館

10 矢祭町 （財）矢祭振興公社 スインピア矢祭

11 塙町 はなわふるさと物産直売センター組合 道の駅　はなわ　（天領の郷）

12 塙町 ひまわり２１

13 塙町 常豊なたね会

14 塙町 アネッサ

15 鮫川村 鮫川村農産物加工・直売所運営協議会 鮫川村農産物加工・直売所「手・まめ・館」

16 鮫川村 鮫川村特産品開発事業組合

（資料：福島県農林水産部「平成 20 年度農産物加工台帳」）

４ 生産基盤の整備状況 

 

(1) ほ場整備 

 平成２０年度における管内の整備対象面積 17,762.0ha（水田

12,184ha、畑 5,578ha）のうち、整備された面積は 9,949.9ha で

56.0％の整備率となっており、福島県全体の整備率 59.1％を若干下回

っている。 

 このうち、田は 8,073.0 ha で 66.3％（県全体で 68.6％）、畑は

1,876.9 ha で 33.6％（同 37.0％）の整備率となっている。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県南地方

福島県

9,949.9

89,292.2

7,812.1

61,707.8

（単位 :ha）

ほ場の整備率（平成２０年度）
整備面積 未整備面積

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県南地方

福島県

8,073.0 

72,608.0 

4,111.0 

33,292.0 

（単位 :ha)

水田の整備率（平成２０年度）
整備面積 未整備面積
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

県南地方

福島県

1,876.9 

16,684.2 

3,701.1 

28,415.8 

畑の整備率（平成２０年度）

(単位 :ha)

整備面積 未整備面積

 

 

(3) 経営耕地規模別農家数 

 管内の平成１７年における経営規模別農家数の中で最も多い階層は０．

５～１.０ｈａで全体の２８.８％を占め、次いで１．０～１.５ｈａの２

１．０％、０.５ｈａ未満の１３.４％となっており、１．０ｈａ未満の層

が全体の約４２％を占めている。 

（資料：福島県農業基盤整備課「福島県のほ場整備率」） 

(2) 農用地の利用集積状況 

 管内の認定農業者等に利用集積された農用地面積は、平成２０年３月

末現在４,９２５ｈａで、その内訳は、自己所有地が２，６６７ha(５４．

２%)、借入地が１，１１９ha(２２．７%)、作業受託が１，１３９

ha(２３．１%)となっている。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福島県

県南地方

西白河地方

東白川地方

30,063

2,667

2,025

643

13,959

1,119

900

219

11,448

1,139

697

442

(単位;ha)

農用地利用集積面積の構成割合（平成１９年度）

自己所有地 借入地 作業受託

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福島県

県南地方

西白河地方

東白川地方

13,850

1,157

520

637

25,683

2,489

1,198

1,291

15,534

1,811

1,103

708

9,375

1,136

822

314

9,436

1,142

933

209

7,946

909

771

138

(単位;戸)

経営耕地規模面積規模別農家数（販売農家）の構成割合（平成１７年度）

0.5ha未満 0.5 ～ 1.0 1.0 ～ 1.5
1.5 ～ 2.0 2.0 ～ 3.0 3.0ha以上

 

（資料：「2005 年農林業センサス」） 

５ 農業集落排水処理施設の整備状況 

 

 農業集落におけるし尿、生活雑排水などの汚水処理対策は農村の生活環

境の改善の面から、また、公共用水域の水質保全上からも極めて重要な課

題である。このため、当管内ではいち早く農業集落排水処理施設の整備に

取り組み、平成１９年度における公共下水等を含めた普及率は７９．６％

（うち、農業集落排水２５．２％）となっており、県平均の６９．６％

（うち、農業集落排水６．３％）を上回っている。 

（資料：福島県農林水産部「平成 21 年度農業経営基盤の強化のための事業概要」） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

福島県

県南地方

西白河地方

東白川地方

131,660

38,477

33,877

4,600

947,781

53,172

45,953

7,219

362,800

29,920

18,784

11,136

2,428

128

128

0

630,886

31,172

17,078

14,094

（単位：人）

汚水処理人口普及状況（平成１９年度）

農業集落排水 公共下水 合併浄化槽 コミュニティープラント 未整備

 
14,418

24,665

36,289 40,467 44,352 46,876
52,724

97,814

188,655

246,776

304,472

355,076
395,661

437,858

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

単位：m単位：m

基幹農道の整備状況（H13からの推移）

県南地方累計 福島県累計

 （資料：福島県農村環境整備課「県内の農業集落排水の整備状況」） 

（資料：福島県農林水産部「平成 20 年福島県の農業農村整備」） 
６ 基幹的農道及び集落道の整備状況 

(2) 集落道 

  集落道は、集落内の生活道、集落と集落を結ぶ道路、集落から基幹道路

までをつなぐ道路であり、うつくしま農村整備プラン２１（福島県第５次

土地改良長期計画 計画期間：Ｈ１３～Ｈ２２）から見た、管内の基幹的

農道の整備状況を見ると、平成１３年度から７年間で整備延長５，８６１

ｍとなっている。 

(1) 基幹的農道 

 基幹的農道は、農業生産活動、農産物流通等の農業用の利用を主体とし、

併せて農村の社会生活活動にも利用される道路であり、農村地域の基幹的

な農道である。例えば、数集落、数市町村にまたがる農業地域内を連絡す

る農道、またはこれらの農業地域と国道、県道等を連絡する農道であり、

農業用資材の搬入、農産物の輸送、集落間または農村と都市との社会生活

上の交通に利用されており、その整備は極めて重要である。 

2,372

4,142
5,002

5,861 5,861 5,861 5,861

18,886

34,223

58,029

77,276

95,617

107,443 110,054

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

単位：m単位：m

集落道の整備状況（H13からの推移）

県南地方累計 福島県累計

 

 うつくしま農村整備プラン２１（福島県第５次土地改良長期計画 計画

期間：Ｈ１３～Ｈ２２）から見た、管内の基幹的農道の整備状況を見ると、

平成１３年度から７年間で整備延長５２，７２４ｍとなっている。 

 

（資料：福島県農林水産部「平成 20 年福島県の農業農村整備」） 
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７ 林業の動向 

 

(1) 森林面積 

 当管内は県北、県中、白河市及び西白河郡を包括する阿武隈川森林計画

区と東白川郡を包括する奥久慈森林計画区の２つの森林計画区を有してい

る。 

 平成１９年度末の管内の森林面積（民有林・国有林）は、８２,２７７

ｈａで、県全体の森林面積の９７２,４３５ｈａの８.５％を占めている。

このうち民有林面積は、４９,４８３ｈａで県全体の民有林面積の５６２,

７４１ｈａの８.８％を占めている。 

 また、管内における民有林面積の人工林・天然林面積の占める割合は、

人工林面積が２３,８９６ｈａ（４８.３％）で、天然林面積が２４,８７４

ｈａ（５０.３％）となっており、天然林面積が若干多くなっている。 

 東白川郡を包括する奥久慈森林計画区は特に古くから奥久慈林業地帯と

して有名であり、民有林面積２７,１００ｈａのうち人工林面積が１５,６

１１ｈａ（５７.６％）を占めており、県内でも有数の人工林優良材の供

給地域となっている。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

県南地方

西白河地方

東白川地方

409,694

32,794

11,161

21,633

562,741

49,483

22,383

27,100

(単位

国有林と民有林の構成割合（平成１９年度）

;ha)

国有林 民有林

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

県南地方

西白河地方

東白川地方

204,765 

23,896

8,285 

15,611 

344,857 

24,874

13,587 

11,287 

13,119 

713

511 

202 

(単位;ha)

民有林の人工林・天然林の構成割合（平成１９年度）

人工林 天然林 その他

 

（資料：福島県農林水産部「平成 20 年福島県森林・林業統計書」） 

(2) 森林蓄積 

 平成１９年度の管内の人工林材積は１３,２４２千ｍ３で、県全体の８

９，４６４千ｍ３の１４.８％を占めている。 

 また、管内の１ｈａ当たりの人工林材積は５５４ｍ３/ｈａであるが、

奥久慈森林計画区では６２１ｍ３/ｈａと県平均の４３７ｍ３/ｈａの１.４

倍となっている。 

3,458 4,562 5,597 6,808 7,853 8,153 8,857 8,857

13,242

19,673
27,520

35,187
42,928

51,250
58,435

59,139
61,427

89,464

0

10,000
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14,000

Ｓ５５ Ｓ６０ Ｈ２ Ｈ７ Ｈ１２ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

県全体に占める人工林材積の推移 県南地方 福島県（単位：千m3）
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県南地方の市町村別人工林材積（平成19年度）

 

118  142 
180 

221 
259 

297  297  297 

429 

163 
214 

260 
318 

364  364 
410  410 

621 

147 
188 

231 
283 

327  341 
371  371 

554 

106 
141 

175 
212 

251 
285  289  300 

437 

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 

700 

Ｓ５５ Ｓ６０ Ｈ２ Ｈ７ Ｈ１２ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

(m3/ha) １ha当たり人工林材積の推移
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（資料：福島県農林水産部「平成 20 年福島県森林・林業統計書」） 

(4) 間伐面積 

 管内の平成 19 年度の間伐面積は 923ha であり、昭和 55 年度の

89.9%となっている。 

1,027

762 788

350
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585 599 590 619 662

9233,3943,337
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2,3042,243
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(ha)(ha) 間伐面積の推移 県南地方 福島県

 

（資料：福島県農林水産部「平成 20 年福島県森林・林業統計書」） 

(3) 造林面積 

 管内の平成 19 年度の造林面積は 11.4ha であり、昭和 55 年度の

4.8%にまで激減している。 
（資料：福島県農林水産部「平成 20 年福島県森林・林業統計書」） 

(5) 林産物の生産状況 

 

① 素材生産の状況 

 管内の平成 18 年度における素材生産量は 135 千ｍ３であり、県全

体に占める割合は、19.7%となっている。 
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（資料：福島県農林水産部「平成 20 年福島県森林・林業統計書」） 

② 生しいたけ・乾しいたけ・木炭の生産状況 

 管内の平成 19 年度における生しいたけ・乾しいたけ・木炭の生産量

はそれぞれ、909t・3,566 ㎏・205,500 ㎏であり、また、県全体

に占める割合をみるとそれぞれ、31.9%・6.9%・28.0%となってお

り、生しいたけの生産量は県全体の約 3 割を占めている。 
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（資料：福島県農林水産部「平成 20 年福島県森林・林業統計書」） 

(6) 保安林の指定状況 

 管内における平成 19 年度末の保安林指定面積は 4,112ｈａで、昭和

５５年度末の保安林指定面積２,２８６ｈａの１８０％にまで伸びている。 

 山地災害の防止や水資源のかん養、生活環境保全・形成等の働きが特

に重要な森林については、市町村、森林所有者の協力を得ながら保安林

に指定し、その機能を効果的に発揮させるための治山事業を計画的に進

めている。治山事業は保安林内の森林の維持造成を通じて、山地に起因

する災害から県民の生命・財産を守り、また、水源のかん養、生活環境

の保全・形成を図る重要な政策の一つであり、安全・安心のできる暮ら

しの実現を図る上で、必要不可欠な事業である。 
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           （資料：福島県農林水産部「平成 20 年福島県森林・林業統計書」） 

(7) 林道の整備状況 

 管内における平成 19 年度の林道延長は 379,945m で、県全体の林

道延長の 4,055,569ｍの 9.4％を占めている。 

 林道密度は 7.68m/ha で県平均の林道密度 7.21m/ha を上回ってい

る。なかでも、東白川郡については、10.83m/ha と県内で最も高い林

道密度となっており、素材生産に大きく貢献している。 
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（資料：福島県農林水産部「平成 20 年福島県森林・林業統計書」） 

８ 林業の担い手 

 
(1) 森林組合 

 管内には白河市と西白河郡を包括する西白河地方森林組合と東白川郡

を包括する東白川郡森林組合の２森林組合がありそれぞれ昭和４２年度

に設立された。 

 森林組合は植林・保育・間伐・主伐まで森林施業の中心的な担い手で

あり、森林の公益的機能の発揮、森林林業教育等地域に果たす役割は大

きい。しかしながら、林業の採算性、労働力の高齢化、担い手の減少な

ど林業情勢を取り巻く環境の低迷から森林組合においても大きな影響を

及ぼしている。 

 管内森林組合の事業規模を見ると、西白河地方森林組合では、木材生

産活動が極端に減少しており、東白川郡森林組合では新植（造林）事業

が縮小している。 

 また、管内における平成１９年度の作業班員数は 29 人で、平成２年

度の 76 名と比べ 61.8％減少しており、県平均の減少率 43.9％を上回

っている。 

 また、管内における作業班員の年齢階層を見ると、60 歳以上の作業

班員の構成割合が一番高くなっている。 
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0% 20% 40% 60% 80%

県南地方の緑の少年団一覧
（平成21年3月31日時点）

男 女 合計

福島県 １１５団 3,397 3,274 6,671

矢祭町 矢祭山みどりの少年団 S49.10.5 14 15 29

泉崎村 泉崎第二小学校緑の少年団 S50.4.30 50 41 91

矢吹町 矢吹小学校緑の少年団 S55.5.27 102 62 164

白河市（大信） 大屋小学校みどりの少年団 S56.5.11 16 19 35

白河市（表郷） 表郷小学校緑の少年団 S57.5.21 69 62 131

西郷村 米小学校緑の少年団 H1.11.4 38 45 83

塙　町 高城小学校緑の少年団 H2.6.16 34 29 63

白河市（白河） 白河第四小学校緑の少年団 H3.5.1 33 44 77

白河市（白河） 五箇小学校緑の少年団 H3.5.1 18 31 49

白河市（白河） 白河第五小学校緑の少年団 H3.5.1 34 42 76

白河市（白河） 関辺小学校緑の少年団 H3.5.1 37 44 81

白河市（白河） 小田川小学校緑の少年団 H3.5.1 47 55 102

白河市（白河） 白河第三小学校緑の少年団 H3.5.1 58 51 109

棚倉町 社川みどりの少年団 H6.6.28 44 32 76

白河市（大信） 信夫一小みどりの少年団 H7.6.2 27 30 57

白河市（白河） 白河第一小学校緑の少年団 H9.7.17 46 36 82

白河市（白河） 白河第二小学校緑の少年団 H10.7.1 80 59 139

白河市（白河） みさか小学校緑の少年団 H11.4.27 51 36 87

白河市（大信） 信夫第二小学校みどりの少年団 H18.4.18 14 13 27

西郷村 川谷小学校緑の少年団 H18.4.29 23 21 44

矢吹町 中畑小学校緑の少年団 H19.4.2 18 9 27

矢吹町 三神小学校緑の少年団 H19.4.2 16 10 26

矢吹町 善郷小学校緑の少年団 H19.4.2 77 63 140

白河市（東） 小野田小学校緑の少年団 H19.4.25 32 35 67

白河市（東） 釜子小学校緑の少年団 H19.4.25 40 44 84

合　計 ２５団 1,018 928 1,946

市町村名 少年団名 結成年月日
団員数（人）

100%

県南地方（Ｈ19）

県南地方（Ｈ2）

福島県（Ｈ19）

福島県（Ｈ2）

2

4

83

69

10

51

214

596

17

261

32

作業班員数の年齢別構成割合

21

9

４０歳未満 ４０～６０歳未満 ６０歳以上

 

（資料：福島県農林水産部「平成 20 年福島県森林・林業統計書」） 

(2) 緑の少年団 

 平成２０年度における管内の緑の少年団数は２５団設立されており、

団員数は１,９４６名である。 

 次代を担う子どもたちの森林・林業への意識の高揚を図るとともに、

身近な環境緑化活動等を推進するために、林業普及指導職員が中心とな

って、緑の少年団の育成・強化のための指導・支援を実施している。  
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（資料：福島県県南農林事務所森林林業部） 

           （資料：福島県農林企画課） 

 

1,946

4,725

緑の少年団員数
（平成21年3月31日現在）

県南地方

県南以外

（単位：人）

 

９ 平成２０年度の災害 

 

平成２０年度における管内の農林水産関係被害は、豪雨により３回発

生し、被害額は６８，８００千円で、被害額が一番大きかったのは、平

成２０年４月１８日～１９日にかけて発生した豪雨災害で、被害額は４

０，６００千円であった。 

  

平成２０年度の災害
被害発生日 災害種類 被害額（千円）

平成２０年４月１８日～１９日 豪雨災害 40,60
平成２０年8月5日～6日 豪雨災害 8,10
平成２０年8月28日～29日 豪雨災害 20,10

合計 68,80

0
0
0
0  
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